
１．東日本大震災からの復興
　⑵　放射性物質に汚染された廃棄物の処理の加速化
　�　福島県の汚染廃棄物対策地域内の廃棄物や、その他
の県も含めた放射性物質に汚染された指定廃棄物につ
いて、国の責任において処理を着実に進めるとともに、
そのために必要な環境整備を行う。また、市町村等が
行う稲わら、牧草等の農林業系廃棄物の処理を促進する。
　【主な予算措置】� 百万円
　・放射性物質汚染廃棄物処理事業等（＊）
� 138,681（138,012）

２．東日本大震災の教訓を踏まえた防災・減災
　�　首都直下地震、南海トラフ巨大地震等の巨大災害を
念頭に、東日本大震災の経験を踏まえ、大規模災害発
生時の廃棄物処理システムの強化を図る。
　【主な予算措置】� 百万円
　・循環型社会形成推進交付金（公共）（浄化槽分）
� 8,421（8,421）
　・�（新）大規模災害に備えた廃棄物処理体制検討・拠点
整備事業� 950（      0）

　　　　　　　　　　　【26年度補正】� 20,489
　・浄化槽情報基盤強化推進事業費� 16（    16）
　・（新）浄化槽情報基盤整備支援事業費� 50（      0）
　　（注）�（＊）を付した事業は、東日本大震災復興特別会

計において、復興庁一括計上の事業として要求

１．新たな循環共生型の都市づくり・街づくりの推進
　⑴　地域主導の都市づくり・街づくりの推進

　　①�　低炭素技術の社会実装と循環共生型の都市づく
り・街づくりの加速化

　　�　地方自治体の先導的取組への支援、質が高く効率
的な環境影響評価、環境金融等を活用した迅速かつ
広範な再生可能エネルギーの導入、公共交通・物流・
電力、廃棄物処理システム等の社会インフラの低炭
素化促進等により、低炭素技術の社会実装と循環共
生型の都市づくり・街づくりを加速化させる。

　【主な予算措置】� 百万円
　・�先導的「低炭素・循環・自然共生」地域創出事業（グリー
ンプラン・パートナーシップ事業）� 5,300（  5,300）

　・�公共施設への再生可能エネルギー・先進的設備等導
入推進事業� 19,000（22,000）

　・廃棄物発電の高度化支援事業� 218（    102）
　　③�　循環型社会形成に必要な廃棄物処理施設の着実

な更新
　　�　一般廃棄物処理施設の老朽化によるごみ処理能力
不足や事故リスクの増大といった事態を回避するた
めの最適な更新に加えて、災害に備え防災拠点機能
の強化を図るとともに、リサイクルやエネルギー利
用による循環型社会構築に寄与できる施設の整備に
取り組む。また、循環型社会を支えるシステムとして、
公共関与による産業廃棄物処理施設の整備を促進す
る。

　【主な予算措置】� 百万円
　・循環型社会形成推進交付金（公共）（浄化槽分を除く）
� 48,097（44,546）
　　うち復興特会計上（＊）� 12,631（10,231）
　　　　　　　　　　 【26年度補正】� 28,300
　・廃棄物処理センター等に対する補助事業（公共）
� 600（  1,022）

Ⅰ　�東日本大震災からの復興と震災の教訓を
踏まえた防災・減災

Ⅱ　新たな時代の循環共生型の地域社会の構築
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平成27年度環境省予算（案）の概要
（大臣官房廃棄物・リサイクル対策部抜粋）
環境省

行政のうごき

環境省は平成27年度環境省予算（案）の概要を1月に公表しました。
そのうち、大臣官房廃棄物・リサイクル対策部に係る事項を抜粋し、その概要をまとめました。

192015.4 JW INFORMATION

行
政
の
う
ご
き



R
eport01

行政のうごき

　【主な予算措置】� 百万円
　・循環型社会形成推進交付金（公共）（浄化槽分）【再掲】
� 8,421（8,421）

４．循環共生型の地域社会の構築を支える基盤的施策
　⑺　有害廃棄物等の適正な処理の推進
　�　PCB廃棄物等の有害廃棄物の着実な処理を進めると
ともに、水銀条約に対応した水銀廃棄物の処理体制の整
備を行う、また、改正法施行後５年を迎える廃棄物処理
法の点検を行うとともに、廃棄物の不法投棄・不適正処
理の撲滅に向けた総合的な対策を推進する。
　【主な予算措置】� 百万円
　・PCB処理施設整備事業� 3,800（4,000）
　・PCB廃棄物処理設備のPCB除去・原状回復事業費
� 1,000（3,000）
　　　　　　　　　　　  【26年度補正】� 2,000
　・PCB廃棄物適正処理対策推進事業� 166（   133）
　・�水銀条約の締結に必要な環境上適正な水銀廃棄物処理
体制の整備等事業� 140（     50）

　・産業廃棄物不法投棄等原状回復措置推進費補助金
� 348（   206）
　　　　　　　　　　　  【26年度補正】� 2,304
　・�有害性が懸念される廃棄物の適正処理等調査検討事業
� 42（     29）

２．優れた環境技術、制度等を活用した国際協力
　アジア太平洋地域を中心とする開発途上国の実情に合
わせた優れた環境技術の活用、制度づくりや人材育成等の
支援を行うことで、これらの国々の一足飛び型の発展を実
現させ、地球環境の保全に貢献するとともに、海外需要を
適確に取り込んでビジネス展開を促進することで我が国
の経済成長にもつなげる。また、二国間クレジット制度
（JCM）については、具体案件の実施を通じて制度を本格

的に運用するとともに、環境技術の世界的な普及において
我が国がリーダーシップを発揮する。
　【主な予算措置】� 百万円
　・我が国循環産業の戦略的国際展開・育成事業
� 500（   658）
　・�循環産業の国際展開に係る海外でのCO2削減に向け
た実証支援事業� 150（   150）

　オリンピック・パラリンピック東京大会において、最新
の環境技術の導入等により「環境にやさしい五輪」を実現
するとともに、オリンピックを契機に東京都市圏等を対象
として、低炭素・資源循環・自然共生政策の統合的アプロー
チによる循環共生型社会の構築に向けた先導的・モデル的
事業を実施するなどして、世界最高水準の「環境都市東京」
を目指した取組を進め、世界に向けて広く発信する。併せ
て、こうした経験を日本及び世界の大都市圏等に広め、日
本の環境技術と制度を生かした環境都市の実現に向けた
取組を進める。
　【主な予算措置】� 百万円
　・�（新）2020年東京オリンピックに向けた統合的アプ
ローチによる環境対策推進事業

　　�（低炭素化、暑熱対策、東京湾環境改善、統一分別ラ
ベルの導入検討）� 536（      0）

　・�先導的「低炭素・循環・自然共生」地域創出事業（グリー
ンプラン・パートナーシップ事業）【再掲】

� 5,300（5,300）
　・�（新）省CO2型リサイクル高度化設備導入促進事業�
【再掲】� 900（       0）

Ⅲ　�我が国の実績ある環境政策、環境技術の
海外需要を捉えた国際展開

Ⅳ　�オリンピック・パラリンピック東京大会
に向けた取組

　　④�　産業廃棄物処理業の高度化と処理施設に対する
地域理解の促進の推進

　　�　産業廃棄物処理の一層の適正化・高度化の促進の
ため、産業廃棄物処理業の優良化の促進、電子マニ
フェストシステムの強化・普及、産業廃棄物処理施
設における地球温暖化対策の促進、処理施設に対す
る地域理解の促進等を図るとともに、産業廃棄物処
理業がグリーン産業の１つとして発展し地域の雇用
や魅力の創出に貢献できるよう経営戦略の作成支援、
次世代の担い手の育成支援などを行う。

　【主な予算措置】� 百万円
　・�（新）産業廃棄物処理業のグリーン成長・地域魅力創
出促進支援事業

� 100（       0）
　・廃棄物エネルギー導入・低炭素化促進事業
� 592（1,095）
　・ITを活用した循環型地域づくり基盤整備事業
� 40（     44）
　・製造業者等と連携した循環産業形成支援事業
� 25（     33）
　　⑤　循環資源の高度利用に向けた取組
　　�　リサイクルに比べ取組の遅れている２Ｒ施策を総
合的に展開していくとともに、いわゆる「都市鉱山」
と呼ばれている使用済小型電子機器等をリサイクル
してレアメタルや貴金属を回収・資源化する仕組み
をさらに推進する。また、廃棄物の不法越境移動の
監視を強化し、適正なリサイクルを推進する。

　【主な予算措置】� 百万円
　・循環型社会形成推進等経費� 97（     97）
　・�レアメタル等を含む小型電子機器等リサイクル推進
事業費� 300（   401）

　　　　　　　　　　　　 【26年度補正】� 400
　・�適正なリサイクルの推進と不法越境移動の監視強化
� 48（     34）

　⑵　革新的な技術イノベーションの推進
　　①�　温室効果ガス排出量の2050年80%削減目標の達

成に向けた研究、技術開発・実証や導入支援の推
進

　　�　温室効果ガス排出量の2050年80%削減目標の達成
等に向け、将来の規制等地球温暖化対策の強化や少
ないエネルギー消費でも豊かな社会・ライフスタイ
ルを実現するための技術開発・実証の推進や、グリー
ン・イノベーションの実用化支援、二酸化炭素回収・
貯留（CCS）の導入にむけた調査・検討、廃棄物エネ
ルギーの導入促進等に取り組む。併せて、CO2削減効
果等の評価・検証を充実・強化する。

　【主な予算措置】� 百万円
　・CO2排出削減対策強化誘導型技術開発・実証事業
� 6,500（4,800）
　・エネルギー起源CO2排出削減技術評価・検証事業
� 4,000（4,000）
　・廃棄物エネルギー導入・低炭素化促進事業【再掲】
� 592（1,095）
　　②　大胆な省エネの実現
　　�　「L2-Tech Japanイニシアティブ」の推進、効果的
な省エネ対策を実現するためのCO2排出実態の精緻
な把握を通じ、工場やオフィス、家庭をはじめ社会
のあらゆる場面で大胆な省エネを実現する。

　・（新）省CO2型リサイクル高度化設備導入促進事業
� 900（       0）

２．�里地里山・里海地域や生態系保全上重要な地域の
保全と活性化

　⑷　環境負荷の低減等による安全な地域づくりの推進
　�　閉鎖性水域の水質汚濁、広域的な硝酸性窒素汚染等
への対策、浄化槽を活かした効率的な汚水処理の早期
整備等に取り組むとともに、漂流・漂着・海底ごみ対
策を着実に推進する。また、里地里山地域の水域生態
系保全に資する農薬のリスク管理を推進する。
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